様式１－１
	再生資源の適正な活用に関する届出


　　　　　　　　　　 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

愛知県知事　殿


　　　　　　　　　　　　　届出者

                                       〒

住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)




　　　　　　　　　　　電話番号

　再生資源の適正な活用に関する要綱第３第１項の規定により、再生資源の活用について、関係書類を添えて次のとおり届け出ます。

	
	再生品等の種類
	再生品等の名称
	用途

	１
	○○○○
	 ０００１
	○○○原料

	２
	△△△材
	 ○○A０１
	△△用に使用する△△材

	３
	　
	
	

	４
	　
	
	

	５
	　
	
	

	６
	　
	
	

	７
	　
	
	

	８
	　
	
	

	９
	　
	
	

	10
	　
	
	

	※事務処理欄
	


備考１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
　　２　各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、この様式の例により作成した書面を添付すること。
　　３　※印の欄は、記入しないこと。
様式１－２（再生品等の種類別の用途ごとに作成）
	再生品等の種類
	△△△材

	再生品等の名称
	○○Ａ０１

	再生品等の用途
	△△用に使用する△△材

	事務所等の

名称・所在地
	事務所
	名　称株式会社△△（本社）　電話０５５５－１１１－１１１１
所在地○○市△△町□□

	
	事業場
	名　称△△工場　  　 　　   電話０５５５－１１１－２２２２

所在地○○市△△町□□

	再生を行う施設の設置場所

（再生品の場合）
	同上

設置場所は別添の図面のとおり。

	再生資源である産業廃棄物の種類又は副産物の一般的な名称及び再生品のうちに占める再生資源の割合
	産業廃棄物の種類又は副産物の一般的な名称
	×××
	
	

	
	再生品のうちに占める再生資源の割合（％）
（再生品の場合）
	□□～□□％
	
	

	再生の方法（再生品の場合）
	破砕処理後、粒度調整をし、他の原材料と所定の割合で混合し製造する。処理フローは別添のとおり。

再生品の製造能力○○m3/日（△△m3/時間）

	再生品等の性状


	環境安全性に係る性状
	別添の分析検査結果のとおり、土壌の汚染に係る環境基準に適合している。

	
	適合させようとしている日本工業規格その他の規格等
	名称
	○○○規格（△△材）

	
	
	内容等
	〈項目名〉　　　○○値　　　○○指数　　　　○○率

〈規格値〉　　△△以下　　　△△以上　　△△～△△
試験検査結果は別添のとおり。

	再生品等の性状の管理方法
	○ヶ月に１回再生品の分析検査、試験検査を行い、その性状管理を行う。

	再生品等の保管方法
	保管場所の所在地
	○○市△△町□□

	
	保管施設の概要
	床は全面をコンクリート張りにした屋内保管施設とする。

生産ロットごとに区別して保管する。

保管施設の図面は別添のとおり。

	
	保管施設の容量
	○○ｍ３（１日当たりの製造能力の△△倍）

	再生に関する計画

（再生品の場合）
	再生資源（原材料）受入計画
	○○ｔ／月の○○○を受け入れる。

	
	製造計画
	△△ｔ／月の再生品を製造する。

	再生品等の販売に関する計画
	○○株式会社、株式会社△△と継続的な取引を行う。

・○○株式会社へ○○ｔ／月
· 株式会社△△へ△△ｔ／月
さらに、県内で販売を拡大し、計○○○t/月とする。
＜販売先の氏名（法人にあっては名称）、住所及び電話番号＞
氏名・名称　○○株式会社　　
　株式会社△△

所在地　　○○市△△町□□　　
　○○市△△町□□
電　話　　△△△-○○○-□□□□
　△△△-○○○-□□□□

	販売することができない場合における再生品等の処分方法
	自己処理
	（処分場所在地）

○○市△△町□□

	
	委託処理
	○○株式会社　　○○市△△町□□



	
	　埋立処分　　　海洋投入処分　　　中間処理

　中間処理の場合は具体的な方法



備考１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
　　２　各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、この様式の例により作成した書面を添付すること。

委託処理の場合は、具体的な産業廃棄物処理業者、又は委託できる許可業者の要件を記載してください。








再生品等の販売量、販売先に関する計画を記載してください。





再生品の場合にのみ記載してください。





保管の方法、保管施設の構造、環境保全措置を含めて記載してください。





分析検査の結果を添付してください。





○販売する「再生品」又は「再生資源」が対象です。


○「再生品」とは、「再生資源」を使用して製造し、販売しようとする物です。


○「再生資源」とは、「産業廃棄物」又は「製品の製造又は加工に伴い副次的に得られた物品（副産物のこと）」で、有用な物です。


○「種類欄」には、以下のとおり記入してください。


・「産業廃棄物」の場合はその種類。（例　汚泥）


・「副産物」又は「再生品」の場合は一般的な物品の名称。（例　再生路盤材）





「再生資源」→そのまま販売　再生資源が対象


　　　↓加工する


　　「再生品」→加工後販売　再生品が対象





○商品名を付けている場合は、その名称としてください。


○名称がない場合は、適宜商品番号や記号を記入してください。








届出書は産業廃棄物処理業者の方は事業者ごと、その他の事業者の方は事業所ごとに作成してください。











○産業廃棄物又は自社で発生した副産物（県内の他の事業所で発生したものを含む）について記入してください。


○購入した再生資源は対象外です。


○複数の再生資源を用いて再生を行う場合は、２列目以降の欄に記入してください。








試験検査の結果を添付してください。








再生品の１日当たり及び１時間当たりの製造能力についても記載してください。





再生の方法について、処理フロー図を添付してください。

















再生資源のまま販売する場合は記載不要です。





事業場の平面図及び保管施設の平面図及び立面図を添付してください。





○販売や製造の窓口となる事務所の名称、所在地及び電話番号を記入してください。





○再生品又は再生資源を製造する事業場の名称、所在地及び電話番号を記入してください。





○産業廃棄物処分業者であって、同一の種類、用途の再生品等を複数の事業場で製造する場合は、事業場別に作成してください。





販売先の氏名（法人にあっては名称）、所在地及び電話番号を記入してください。








○再生を行う施設の名称及び設置場所を示した事業場の平面図を添付してください。
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